
特集　高梁市医療計画

　高梁市が抱える課題につ
いて医療者がすぐできるこ
と、時間をかけてでもすべ
きことなどに分類し、これ
からの行動の指針が整った
と思います。医療は最終的
に地域づくりにつながるこ
とを意識し、高梁市をいつ
までも住み続けたい町にし
ていきたいと思います。

紙
かみたに

谷 晋
し ん ご

吾さん （高梁市国民健康保険成羽病院 院長）

　看護師不足・高齢化の現
状と問題を改めて知ること
ができました。皆さんが安
心して一生を過ごしていた
だけるよう、看護師の確保
や教育・研修による質の向
上を図り、満足していただ
ける看護の提供を目指して
いきたいと思います。

柳
や な い

井 好
よ し み

美さん （公益社団法人岡山県看護協会高梁支部 支部長)

　多くの市民の声や医療従
事者の思いを踏まえて、高
梁市独自の計画がまとめら
れたことは「課題を明確に
する」という意味で意義深
いと考えています。この医
療計画を基本として、地域
医療の充実を図るべく力を
注いでいきたいと思いま
す。

菅
か ん だ

田 吉
よしあき

昭さん（医療法人慶真会大杉病院 理事長）

　策定にご協力いただきま
した市民の皆様をはじめ、
関係者の方々に感謝申し上
げます。計画実現のために、
市民の理解を深め、国・
県・各所関係団体の協力を
いただきながら、地域医療
を充実させ、持続する体制
作りを目指していきたいと
考えています。

藤
ふじさわ

澤 政
まさひろ

裕副市長 （高梁市）

　高梁市の医療現場の深刻
さを改めて実感しました。
高梁歯科医師会としても、
市民の皆さんに継続して安
心・安全な医療を提供でき
るように努めなければなり
ません。そのためにも、積
極的に他職種の方々と医療
連携を行い、協力していき
たいと思います。

大
おおもり

森 康
やすひろ

弘さん （一般社団法人高梁歯科医師会 会長）

　医療計画は、将来の地域
像に合わせて考えられた内
容になっています。高梁市
では、医療従事者の確保が
最も大きな問題と思います
が、計画の中にも記載され
ている「医療機関間での医
療従事者の異動、出向、派
遣」を早急に実現していき
たいと思います。

 戸
と だ

田 俊
しゅんすけ

介さん （医療法人清梁会高梁中央病院 理事長）

　医療計画には、危機感を
共有した関係者が策定した
こと、介護や交通問題など
にも目配りしていること、
アンケートを実施し「根拠
ある計画」を作ったことの
３つの特徴があります。全
国の中山間地域のモデルと
して「住みやすい高梁」の
実現を期待しています。

浜
は ま だ

田 淳
じゅん

さん （岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 教授）

　誰もが安心して住み続けら
れる高梁市を目指し、医療・
介護について市民の皆さんの
声を踏まえ、関係者で総力を
挙げて医療計画が取りまとめ
られました。本計画が、わが
まちへの郷土愛を込めて、市
民が主役となる高梁市のまち
づくりの推進に役立てば幸い
です。

江
え ざ わ

澤 和
かずひこ

彦さん （岡山県医師会 理事）

　高齢化率が高い高梁市を、
病気になっても安心して生活
が送ることができる地域にす
るために、医療・福祉、地域
や行政が協力して担い手を育
成すること、そして市民の皆
さんの意識改革が必要だと感
じています。他人事ではなく
私たちの問題として取り組み
たいと思います。

山
や ま ね

根 由
ゆ み

美さん （NPO 法人岡山県介護支援専門員協会高梁支部 支部長）

　「地域医療はまちづくり」
が本計画の基本理念であり、
４つの柱が基本方針となっ
ています。この計画を実現
するためには地域住民の理
解や協力が不可欠であり、
このまちの文化をともに考
え、価値観を共有する作業
が求められていると感じて
います。

菅
すがはら

原 英
え い じ

次さん （高梁市川上診療所 所長）

小
お が わ

川 慎
し ん じ

治さん （岡山県薬剤師会高梁支部 支部長）

　今回の医療計画の策定に
あたり、薬剤師としてどの
ように関われるかを考えさ
せられました。今後は、市
民の皆さんや他職種の方々
に声をかけてもらえる存在
になりたいと思います。そ
して、薬剤師会として高梁
のよりよい医療に貢献でき
るよう努めていきます。

　多くの関係者と一緒に計画
を検討できたことに喜びを感
じています。医療に携わって
いる当事者の皆さんがいかに
真剣に仕事をされているのか
改めて知ることができまし
た。できること、やるべきこ
とにそれぞれの立場で取り組
むための試金石になるのがこ
の計画だと思います。

川
か わ い

井 睦
む つ こ

子さん （備北保健所 所長）

　医療計画では、医療従事
者の医療への取り組みの指
針が明確に打ち出されてい
ます。アンケート結果によ
る医療ニーズに応えていく
ことが大切であり、病院と
診療所の連携、医療と介護
の一体化など、連携をより
強化していければと考えて
います。

原
は ら だ

田 俊
と し き

樹さん （こころの医療たいようの丘ホスピタル 院長）

　検討委員会で議論を深め
る中で、厳しい医療現場の
実情が浮き彫りになりまし
た。本計画ができたことで、
議会としても真剣に考えな
がら取り組んでいく必要が
あると感じており、この実
態を市民の皆さんにお伝え
し、説明責任を果たしてい
きたいと思います。

宮
み や た

田 好
よ し お

夫さん（市議会議員・市民生活委員会委員長）

　高梁の医療において直ち
に解決を図らなければなら
ないことは、医師・看護師
の不足と高齢化です。医療
崩壊が起こらないようにこ
の問題を解決し、市民の皆
さんのご理解・ご協力をい
ただいて、安心して暮らせ
る高梁を目指して取り組み
たいと思います。

仲
な か だ

田 永
えいぞう

造さん （高梁市医療計画検討委員会 副会長）

　医療計画策定の過程の中
で、若い看護師の不足によ
り 50 歳以上の看護師に負
担がかかっている状況を改
善しなければならないと感
じました。学生に市内の病
院に就職してもらえるよう
に、そして地元からの入学
生が増えるように取り組み
を進めていきたいと思いま
す。

中
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角 祐
ゆ う じ

治さん （高梁市医療計画検討委員会 会長）
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